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１ ． 宅地建物取引士登録事務等における旧姓使用の取扱いについて 

（ １ ） 宅地建物取引士証の記載事項のう ち、 宅地建物取引士の氏名における旧姓使

用については、 旧姓使用を 希望する者（ 以下「 希望者」 と いう 。 ） に対し ては、

宅地建物取引士証に旧姓を 併記するこ と が適当と 解さ れる。  

 

（ ２ ） 旧姓と は、 その者が過去に称し ていた姓であっ て、 その者に係る戸籍又は除

かれた戸籍に記載又は記録がさ れているも のを いう 。 過去に称し ていた姓が複

数ある希望者が複数の旧姓を 使用するこ と を 避ける必要から 、 原則と し て、 旧

姓が併記さ れた住民票により 旧姓を 確認するこ と と する。  

 

（ ３ ） （ １ ） の申請は旧姓併記（ 『 現姓［ 旧姓］  名前』 ） で申請するも のと し 、

詳細については、 「 ２ ． 旧姓使用希望者の申請手続等について」 によるこ と と

する。  

 

（ ４ ） 旧姓が併記さ れた宅地建物取引士証の交付を 受けた日以降、 希望者は、 業務

において旧姓を 使用し てよいこ と と する。  

例えば、 宅地建物取引業法第 35 条及び第 37 条により 交付する書面の記名押

印、 従業者証明書、 従業者名簿及び宅地建物取引業者票における宅地建物取引

士の氏名などに旧姓を 使用（ 『 旧姓 名前』 ） し ても よいこ と と する。  

 

（ ５ ） 業務の混乱及び取引の相手方等の誤認を 避けるため、 希望者が恣意的に現姓

と 旧姓を 使い分けるこ と は、 厳に慎むべき こ と と する。  

  

国交省作成の元の資料から、神奈川県のホームページに掲載するにあたり、
押印に関する記述を削除しています。
(令和３年１月１日から、宅建業法施行規則の改正により、押印廃止となったため)



2 
 

 

２ ． 旧姓使用希望者の申請手続等について 

 

＜ 旧姓使用希望者フ ロー図 ＞ 

 

 

（ １ ） 資格登録簿が未登録の場合の申請書類 

ア 登録申請書（ 様式第五号）  

・ 申請者氏名欄、 申請者に関する 事項の氏名欄及びフ リ ガナ欄は、 旧姓併記

（ 『 現姓［ 旧姓］  名前』 ） を 記載するこ と と する。  

イ  宅地建物取引士証交付申請書（ 様式第七号の二の二）  

・ 申請者氏名欄、 氏名欄及びフ リ ガナ欄は、 旧姓併記（ 『 現姓［ 旧姓］  名

前』 ） を記載するこ と と する。  

 

 （ ２ ） 資格登録簿が登録済かつ宅地建物取引士証が未交付の場合の申請書類 

ア 宅地建物取引士資格登録簿変更登録申請書（ 様式第七号）  

・ 申請者氏名欄、 申請者に関する事項の変更後氏名欄及び変更後フ リ ガナ欄

は、 旧姓併記（ 『 現姓［ 旧姓］  名前』 ） を記載するこ と と する。  

・ 変更前氏名欄及び変更前フ リ ガナ欄は現在の氏名を 記載するこ と と する。  

イ  宅地建物取引士証交付申請書（ 様式第七号の二の二）  

・ 記載方法は（ １ ） イ と 同じ 。  
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 （ ３ ） 資格登録簿が登録済かつ宅地建物取引士証を交付済の場合の申請書類 

ア 宅地建物取引士資格登録簿変更登録申請書（ 様式第七号）  

・ 記載方法は（ ２ ） アと 同じ 。  

イ  宅地建物取引士証書換え交付申請書（ 様式第七号の四）  

・ 申請者氏名欄、 変更に係る事項の変更後氏名欄及び変更後フ リ ガナ欄は、

旧姓併記（ 『 現姓［ 旧姓］  名前』 ） を 記載するこ と と し 、 変更前氏名欄及び

変更前フ リ ガナ欄は現在の氏名を記載するこ と と する。  

 

 （ ４ ） その他 

・ 宅地建物取引士証（ 様式第七号の三） の裏面の備考欄に、 旧姓を 使用し てい

る旨を 明記するこ と と する。  

・ 旧姓使用をやめる場合は、 宅地建物取引士資格登録簿変更登録申請書（ 様式

第七号） 及び宅地建物取引士証書換え交付申請書（ 様式第七号の四） を 申請す

るこ と と する。  
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【記入例】 

 

＜登録申請書（様式第五号）＞ 

 

 ・申請者氏名、申請者に関する事項の氏名欄及びフリガナ欄は、それぞれ旧姓併記で記

載。 

・押印は現姓の印。 
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＜宅地建物取引士資格登録簿変更登録申請書（様式第七号）＞ 

 

・申請者氏名、申請者に関する事項の変更後氏名欄及び変更後フリガナ欄は、旧姓併記で

記載。 

 ・申請者に関する事項の変更前氏名欄及び変更前フリガナ欄は、現在の氏名を記載。 

・押印は現姓の印。 
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＜宅地建物取引士証交付申請書（様式第七号の二の二）＞ 

 

・申請者氏名、氏名欄及びフリガナ欄は、旧姓併記で記載。 

・押印は現姓の印。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



7 
 

＜宅地建物取引士証（様式第七号の三）＞ 

 

・氏名欄は、旧姓併記で記載。 

・印裏面の備考欄に、旧姓使用である旨を明記。 
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＜宅地建物取引士証書換え交付申請書（様式第七号の四）＞ 

 

・申請者氏名、変更に係る事項の変更後氏名欄及び変更後フリガナ欄は、旧姓併記で記

載。 

 ・変更に係る事項の変更前氏名欄及び変更前フリガナ欄は、現在の氏名を記載。 

・押印は現姓の印。 

 

 

 

 


